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ふるさと舞鶴の歴史を体感 していただくために、舞鶴市がスマホを使つて古地図を見な

がら町歩きができる「京都舞鶴まち探検マップ」を作成しました。古地図アプリ「ambu:a
map」 をインストールして、あの頃の舞鶴にタイプスリップ :

スマホやタブレットのほかにも、パソコンからも見ることができます。

まずは下のコードから
アプリの「ambula ma
をダウンロード
しましょう|

p」

.6rambula
イラストマップを持って、でかけよう|

靱 謡

自
分
の
い
る
場
所
は
青
い
丸
で
表
示
。

切
り
替
え
で
　
　
●．

現
在
の
マ
ッ
プ
に

。
・

∩0

▲ピンク色の丸を押すと解説文や

動画を見ることができます。

・
・ ■ 。 。 .● ● ● 00● 0。

。

アプリを開くとマップが出てくるので、

舞鶴のエリアを選択。

違
う
年
代
の
古
地
図
に

切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

r~ヽ

▲

一
▼

●

◎

０

　

　

０

０

◎

0

曜
==聯

.

…

イ

・

よ‐■  ‐‐ ‐

ド 1■ ぃ、野警響、
li=攣 :.じ 崚換 :10

地図アプリの使い方
・……′Ψ属冨

=●…"型…
3路1雷●

“"需機棚
==0…

Xり鷺出
==●

“"翌 :…議 参
翻騒認多′置二』露●
“'電濁窟露競逸●
暉…"t=場鶏l==諄●

●

Ｊ

．
メ

，
メ

メ

メ

ー
メ

観

…
．
運

‥
重

‥

メ

‥
”

．
メ

‐
メ

．‥
勇

‥

理

「ｆ

,‐ |‐   1

・ ■・喘口囀

・‐ん、

0 ,′●
‐ヽ （

．

隕
,:・ゞ

瞥

・‐轟纂
‐摯 .

tA&q?nr'rr;. r*..



令和3年 9月 1日 発行 双 鶴 同 窓 会 会 報 《第45号》(2)

―
　
　
　
　
　
´
″

《
鍼
下
町

エ
リ
ア
》

◆

田
辺
城
西
側
石
垣
修
復
区
伺
図
控

田
辺
城
の
石
垣
の
修
復
に
つ
い
て
、
元
禄
５

（１
６

９
２
）
年
に
江
戸
幕
府
に
願
い
出
た
時
の
図
面
。
田
辺

城
は
細
川
幽
斎
の
築
城
の
後
、
田
辺
藩
主
と
な
っ
た
京

極
氏
や
牧
野
氏
に
よ
っ
て
拡
張
。
石
垣
や
堀
で
区
画
さ

れ
、
本
丸
を
中
心
に
外
側
に
二
の
丸

・
三
の
丸
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
舞
鶴
の
地
名
は
こ
の
田
辺
城
の
別

名

「舞
鶴
城
」
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
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《鎮守府工 :リ ア》
◆ 新舞鶴市街地図 (第 5版)

新舞鶴町 (今の東舞鶴市街地)の案内図。明治34年 (1901)年の海軍舞鶴鎮守府開庁に向けて当時の最

新技術で整備された軍港施設と碁盤の目の街路。整然と区画された都市計画は「日本の20世紀遺産20選」

に選定されています。海軍のまちらしく市街地の通りには軍艦の名前が付けられています。
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様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
は
、
同
窓
会
の
諸
活

動
に
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

さ
て
、
昨
年
二
月
頃
か
ら
国
内
で

急
速
に
拡
大
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
は
、
同
窓
会
活
動
に
も
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
六

月
、
地
元
舞
鶴
で
開
催
予
定
の
同
窓

総
会

・
懇
談
会
を
は
じ
め
、
二
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
京
都
支
部
、

阪
神
支
部
、
東
京
支
部
の
総
会
も
開

催
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
二
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定

同
窓
生
舞
鶴
市
文
化
親
善
大
使
に
就
任

双
鶴
同
窓
会
会
長
　
占四
　
薩
麻
　
舛
「
　
砕
準

同
窓
生

の
皆

で
あ

っ
た
、
高
校
卒
業
五
十
周
年
記

念
同
窓
会

（二
十

一
回
生
　
昭
和
四

十
四
年
卒
）
、
さ
ら
に
、
例
年
、
同

窓
会
の
伝
統
行
事
と
し
て
新
春

一
月

二
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、
高
校
卒

業
三
卜
周
年
記
念
同
窓
会

（四
十
二

回
生
　
平
成
二
年
卒
）
も
、
実
行
委

員
皆
様
の
努
力
の
甲
斐
な
く
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
開
催
で
き
な
か
っ
た
二
十
周
年
記

念
同
窓
会
は
、
五
十
五
歳
を
迎
え
た

と
き
に
開
催
す
る
と
決
め
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
同
学
年
の
仲
間
が
高
校
を

卒
業
か
ら
二
十
年
ぶ
り
に
集
い
、
時

間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
に
ぎ
や
か

に
、
そ
し
て
和
や
か
に
青
春
時
代
を
語

り
合
う
伝
統
行
事
が
一
日
も
早
く
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
二
年
連
続
で
同

窓
会
総
会
を
中
止
す
る
こ
と
は
避
け

た
く
、
何
と
か
開
催
で
き
る
可
能
性

を
残
し
、
秋
頃
の
開
催
に
向
け
そ
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

最
悪
中
止
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
関
係
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
自
粛
生
活
が

強
い
ら
れ
、
な
か
な
か
希
望
の
灯
り

が
見
え
な
い
中
で
、
久
々
に
同
窓
生

の
明
る
い
話
題
が
飛
び
込
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

舞
鶴
市
で
は

「全
て
の
市
民
が
文

化
を
楽

し
み
創
造

で
き
る
ま
ち
」

一ま
ち
を
誇
り
に
愛
着
が
感
じ
ら
れ

る
文
化
都
市
」
を
目
指
す

一文
化
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
さ
ら
な
る
文
化
の
発
展

と
創
造
を
育
み
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
カ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
こ
と
を
日

的
に

「舞
鶴
市
文
化
親
善
大
使
」
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
就
任

式
が
四
月
卜
八
日
舞
鶴
市
総
合
文
化

会
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

親
善
大
使
に
就
任
さ
れ
た
の
は
、

現
在
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
舞
鶴
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で

田
中
彩
子
さ
ん

（五
十
四
回
生
　
平

成
十
四
年
卒
）
で
す
ｃ
日
本
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
の
他
、
テ
レ
ビ

「情
熱
大

陸
」
や

「題
名
の
な
い
音
楽
会
」
な

ど

の
メ
デ

ィ
ア
に
も
多
数
出
演
さ

れ
、
一
一●

＾
九
年
に
は

「世
界
が
尊

敬
す
る
日
本
人
１
０
０
人
」
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
単
身

ウ
ィ
ー
ン
に
渡
り
、
声
楽
家
と
し
て

の
道
を
歩
み
、
二
十
二
歳
の
時
、
ス

イ
ス
ベ
ル
ン
州
立
歌
劇
場
に
て
、
日

本
人
初
、
且

つ
史
上
最
年
少
で
ソ
リ

ス
ト
デ
ビ

ュ
ー
を
飾
り
、
そ
の
後
、

ウ
ィ
ー
ン
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
等

で

広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ソ
プ
ラ

ノ
の
中
で
さ
ら
に
高
い
音
域
の
コ
ロ

ラ
ト
ゥ
ー
ラ
は
透
き
通
る
よ
う
な
歌

で

一天
使
の
声
」
と
称
さ
れ
て
い
ま

す
ｃ
当
日
会
場
で
ア
ベ
マ
リ
ア
、
エ

ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
二
曲
を
来
場
者
や

小

・
中

・
高
校
生
の
公
募
合
唱
団
を

前
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
澄
ん

だ
心
に
響
く
歌
声
は
、
素
人
の
私
ま

で
す

っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
引
き
込
ま

れ
る
歌
声
で
し
た
。
日
々
大
変
お
忙

し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
舞
鶴

へ
帰
省

の
際
に
は
、
舞
鶴
の
子
ど
も
た
ち
に

質
の
高

い
音
楽
を
と
お
し
て
、
音
楽

の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
、
ま
た
、

田
中
さ
ん
自
身
の
経
験
か
ら
、
夢
や

希
望
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
等
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
願

っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
仲
間
で

あ
る
若

い
同
窓
生
の
ま
す
ま
す
の
活

躍
を
祈
り
、
同
窓
生

一
同
か
ら
熱

い

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、　
一
日
も
早
く
窮
屈
な
自

粛
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
以
前
の
活

気
あ
る
日
常
生
活
が
戻

っ
て
く
る
こ

と
を
祈
り
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
本
校
教
育
活

動
に
温
か
い
御
理
解

・
御
支
援
を

い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

さ
て
、
皆
様

の
母
校

で
あ
る
西
舞

鶴
高
等
学
校
は
、
前
身

の
加
佐
郡
立

高
等
女
学
校
創
立
か
ら
数
え
る
こ
と

百
卜
四
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
．
今

年
も
白
梅
か
ら
開
花
を
始
め
た
中
庭

浄
姿
苑

の

「舞
女

の
梅
」
は
、
卒
業

式
に
間
に
合
う
よ
う
に
紅
梅
も
咲
き

そ
ろ

い
、
ほ
の
か
な
香
り
を
漂
わ
せ

校

長

松

下

茂

男

な
が
ら
門
出
の
式
を
彩

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向
か
っ

て
学
び
舎
を
巣
立

っ
て
い
っ
た
全
日

制
三
百
二
十
四
名
、
通
信
制
三
卜
三

名
の
卒
業
生
た
ち
が
、
第
七
十
三
同

生
と
し
て
双
鶴
同
窓
会
に
仲
間
入
り

し
た
こ
と
を
、
ま
ず
御
報
告
い
た
し

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
末
に
倉
庫
を
整

理
し
て
い
た
際
、
以
前
撮
ら
れ
た
学

校
航
空
写
真
三
点
を
見

つ
け
ま
し

た
ｃ
こ
れ
は
生
徒
に
も
見
せ
た
い
と

思
い
、
現
在
玄
関

ロ
ビ
ー
に
展
示
し

て
い
ま
す
。　
＾
番
古
い
写
真
は
本
館

管
理
棟

・
教
室
棟
の
竣
工

（昭
和
三

十
六
年
）
当
時
の
も
の
で
、
第

一
体

育
館
は
建

っ
て
お
ら
ず
、
第
ニ
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
ま
だ
そ

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
ｌ‐
一
帯
に

広
が
る
田
園
風
景
の
な
か
に
凛
と
し

て
建

つ
西
高
の
姿
は
、
舞
中
校
歌
の

冒
頭
に
歌
う

「蒼
弯
翔
け
る
白
鶴
の

雄
々
し
き
姿
」
を
連
想
さ
せ
、　
一西

高
こ
こ
に
あ
り
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

に
強
い
存
在
感
を
放

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
修
中
の
第

一
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
、
準
備
運
動
そ
れ
と
も
コ
ー

ト
整
備
を
し
て
い
る
の
か
、
百
人
ほ

ど
の
生
徒
が
写

っ
て
い
ま
す
。　
一
人

一
人
が
小
さ
な
点
模
様
の
よ
う
に
風

景
の

一
部
に
溶
け
込
ん
だ
写
真
は
、

一生
徒
と
学
舎
あ
わ
せ
て
西
高
」
と

い
う
印
象
を
見
る
人
に
与
え
ま
す
ｃ

写
真
に
映

っ
た
西
高
生
た
ち
も
学
窓

を
出
て
幾
星
霜
、
そ
ろ
そ
ろ
喜
寿
を

迎
え
ら
れ
る
頃

で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
六
十
年
後
の
今
日
、
還
暦
を
迎

え
た
校
長
室
前
の
廊
下
は
鶯
張
り
の

よ
う
に
軋
む
音
を
た
て
、
生
徒
の
急

ぐ
足
音
、
元
気
な
声
と
対
話
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
響
き
渡

っ
て
い
ま

す
。

「究
理
」

「尚
志
」

「敬
人
」

の
校
訓
の
も
と
、
質
の
高

い

「文
武

両
道
」
を
目
指
す
西
高
の
校
風

・
伝

統
が
、
在
校
生
の
み
な
ら
ず
広
く
地

域
や
同
窓
生

の
皆
様
と
も
共
有
さ

れ
、
多
く
の
人
々
の
勇
気
や
希
望
に

つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く

思

っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
命
と
安

全
、
そ
し
て
人
権
尊
重
を
最
優
先
に

学
校
教
育
を
進
め
る
の
と
並
行
し
、

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

一
気
に
加
速

し
授
業
形
態
も
随
分
変
化
し
て
き
ま

し
た
Ｇ

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、

「不
易
と
流
行
」
を
見
極
め
、

伝
統

・
校
風
を
力
に
新
た
な
西
高
を

創
造
し
て
い
か
ね
ば
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ｃ
　
一友

情
の
メ
ダ
ル
」
か
ら
薫
陶
を
受
け
ら

れ
た
同
窓
生
の
皆
様
が
そ
う
で
あ

っ

た
よ
う
に
、
西
高
生
も
ま
た

「努
力

と
友
情
の
人
で
あ
れ
」
と
こ
と
あ
る

度
に
エ
ー
ル
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

「鍛

え
て
伸
び
る
西
高
」
で
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
す
全
日
制
六
百
二
十
九

名
、
通
信
制
百
三
卜
五
名
の
後
輩
た

ち
の
挑
戦
を
、
今
後
と
も
温
か
く
見

守

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の

一
日
も
早
い
収
束
と
双
鶴

同
窓
会
の
皆
様
方
の
御
健
勝

・
御
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

Д
一
茫 ご

　
挨
　
拶

ず 馨

一
一

双
鶴
同
窓
会
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令和2年度 一般会計報告書
(令和 2年 5月 1日～令和3年 4月 30日 )

I収入の部 3,328,050円

Ⅱ 支出の部 1,390,221円

Ⅲ 残高の部 1,937,829円 (次年度へ繰越)

令和 2年度特別会計報告書
(令和 2年 5月 1日～令和 3年 4月 30日 )

I収入の部 10,275,697円

Ⅱ 支出の部 0円

項  目 決算額 摘 要

合  計

Ⅲ 残高の部  10,275,697円 (次年度へ繰越)

以上、報告します。

令和 3年 7月 14日

双鶴同窓会会 長

″  理事長

″  会 計

令和 2年
4月 22日 (水 )

6月 13日  (11)

7月

8月

11月

第 1回本部役員会    於 双鶴会館

(1)令和2年度双鶴同窓会役員について

(2)総 会について

(3)令和元年度仮決算報告について

(4)会報発行の進捗状況について

(5)そ の他

同窓会報「双鶴」第44号発刊 (・般会員向け)

令和元年度理事会・総会 (中 止)

双鶴同窓会京都支部総会 (中止)

双鶴同窓会通信制同総会 (中止)

双鶴同窓会東京支部総会 (中止)

令和 3年

1月 2日 (上)高校42回生卒業30周 年記念同窓会 (延期)

3月 1日 (月 )同窓会報「双鶴」第45号発刊 (卒業生向け)

会 計 監 査 報 告

1 監査実施年月日

2監 査 実施場所

3監 査 の 対 象

令和 3年 7月 16日 (金 )

京都府立西舞鶴高等学校

双鶴同窓会にかかる会計帳簿、

収入・支出証拠書類及び預金に

関すること

上記のとおり監査を行った結果、帳簿、証拠 書類、

保管預金ともに正確に処理されており、適正であった

ことを報告します。

令和 3年 7月 16日

双鶴同窓会長 様

双鶴同窓会

会計監杏

会計監査

①

①

彦

幸

利

友

山

藤

上

齋

雄

弘

司

行

　

隆

藤

辺

山

内

波

永

項  目 決算額
立
［同

コ面
3て

前年度繰越金 2,142,737

■  ∠、  ノヽ
ノヽ  ア  ヽ SL 976,000 @4,000× 244名 (全 日制224名 、通信制20名 )

記念誌等売上 9,300 名簿売上金 (2020版 )@4,650円 ×2冊

寄 附 金 200,000
昭和44年卒業生から(卒業50周年記念同窓会事務局)

昭和25年卒業化個人から

雑 収 入 13 普通預金利息 13円

合  計 3,328,050

項  目 決算額 摘 =田ちて

事 業 費 630,000 各支部補助、会報印刷代

会 議 費

支部関係費

通信交通費 112,886 同窓会報郵送料.専用HPサーバー・総会延期連絡用ハガキ等

事 務 局 費 247,335 卒業アルバム代、パソコン、プリンタ、ラベルシート

特別会計へ繰入 400,000 昭和25.43・ ■年卒業生寄附4∞ ,(XЮ 円を特別会計へ振替

雑 支 出

合  計 1,390,221

項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 9,874,855

繰 入 金 400,000 昭和25・ 43・ 44年卒業生寄附金

雑  収  入      842 預金利息

合  計 110,275,697

双鶴 同窓会 会 計 報 告 令和 2年度 事 業 報 告
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瑣

東

京

支

部

令
和
二
年
十

一
月
に
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
東
京
支
部
総
会
で
あ
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る

「緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
昨

年
五
月
に
中
止
を
決
定
し

一
年
延
期

と
致
し
ま
し
た
。
昨
年
来
よ
り

一
時

的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
若
年
層
を
中
心
に
感
染

者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
残
念
な
が
ら
本
年
度
も
中
止
と

し
、
会
員
の
皆
様
に
は
ハ
ガ
キ
と
メ

ー
ル
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
来
年
こ
そ
は
収
束

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
令
和
四
年
十

一
月
に

「東
京
支
部
創
立
七
十
周
年

記
念
総
会
」
の
開
催
が
出
来
る
よ
う

に
準
備
し
て
参
り
ま
す
。

（事
務
局
長

澤
田
謙
二
）

八

京

都

支

部

盤
攣
阪

神

支

部

阪
神
支
部
で
は
、
今
年
十

一
月
七

日
、
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
に
て
阪
神
支
部
総
会
を
開
催
す

る
予
定
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
支
部
総
会
開

催
の
是
非
を
決
め
る
た
め
、
様
々
な

可
能
性
を
考
慮
し
討
議
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
総
会
開
催
の
是
非

は
か
な
り
難
し
い
判
断
に
な
り
ま
し

た
。
六
月
に
、
支
部
評
議
員

・
理
事

を
対
象
に
阪
神
支
部
総
会
開
催
の
是

非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
支
部
総
会
は
中
止
し

た
ほ
う
が
よ
い
、
と
い
う
意
見
が
多

数
を
占
め
ま
し
た
。
評
議
員

・
理
事

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
考
慮

し
、
最
終
的
に
は
書
面
に
よ
る
理
事

会
で
、
今
年
の
阪
神
支
部
総
会
中
止

の
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
に
実
施
し
た
書
面
に

よ
る
評
議
会
で
、
前
期
の
活
動
報
告

な
ら
び
に
前
期
の
会
計
報
告
の
承
認

を
得
ま
し
た
。
同
時
に
、
任
期
二
年

の
支
部
長
の
選
出
な
ら
び
に
副
支
部

長
の
協
賛
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ｃ阪

神
支
部
会
則
第
十

一
条

「総
会

が
開
け
な
い
時
は
、
評
議
会
の
決
議

を
も
っ
て
之
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
の
条
項
を
適
用
し
、
こ
の
書
面

に
よ
る
評
議
会
を
も
っ
て
支
部
総
会

の
代
わ
り
と
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
ま
し
て
、
中
止
と
な
り
ま
し
た

今
年
の
阪
神
支
部
総
会
の
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
多
人
数
で

の
宴
会
が
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
て
、
環
境
が
十
分
整
っ
た
段
階
で

来
年
桜
の
頃
以
降
、
阪
神
支
部
臨
時

懇
親
会

（総
会
）
の
開
催
を
考
え
て

い
ま
す
。

阪
神
支
部
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
双
鶴
同
窓
生

の
皆
様
お
体
ご
自
愛
下
さ
い
。

⌒支
部
長
　
谷
村
久
兒
雄
）

舞
鶴
出
身
で
昭
和
十

一
年

（
一
九
三
六
）
年
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪

の
メ
ダ
リ
ス
ト

ｏ
大
江
季
雄
選
手

（享
年
二
七
歳
）
を
顕
彰
す
る

記
念
碑
が
、
令
和
三
年
七
月
に
北
吸
の
大
聖
寺
に
完
成
し
ま
し
た
。

大
江
氏
は
大
正

三

（
一
九

一
四
年
）

新
舞
鶴
町

（現

・

舞
鶴
市
）
浜
で
生

ま
れ
、
旧
制
舞
鶴

中
学

（現

・
西
舞

鶴
高
校
）
を
経
て
、

慶
應
義
塾
大
学
ヘ

進
学
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
棒
高
跳
び
に
取
り
組
み
、
ベ
ル
リ
ン
五
輪
に
出

場
。
ラ
イ
バ
ル
だ

っ
た
故

・
西
田
修
平
選
手
と
競
い
合
い
、
同
記

録
だ

っ
た
こ
と
か
ら
銀
と
銅
の
メ
ダ
ル
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

「友

情
の
メ
ダ
ル
」
を
交
わ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

同

一
五
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
た
東
京
五
輪
へ
の
出
場
を
目
指

し
ま
し
た
が
、
日
中
戦
争
の
影
響
で
開
催
は
返
上
。
戦
争
色
が
強

ま
る
中
、
大
江
氏
も
召
集
さ
れ
、
同

一
六
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死

さ
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
は
高
さ

一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
上
段
に
大
江
選
手
の
肖
像
、

下
段
に

「故
郷
の
地
と
こ
し
え
に
…
と
の
言
葉
と
と
も
に
大
江
選

手
の
功
績
と
平
和
へ
の
祈
り
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ

京
都
支
部
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
九
月
に
総
〈〒

懇
親
会
の
開

催
を
予
定
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
数
の
動
向
や
拡
大
防
止
の
た

め
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
自
粛
要
請
が
続

く
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
本
年
９
月

開
催
へ
一
年
延
期
す
る
こ
と
と
致
し

て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
に
お
い
て

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
展
し
て
い
る
と
は
云
え
、
変
異
ウ

イ
ル
ス
の
発
生
等
で
、
特
に
東
京

・

大
阪

上
示
都
等
の
大
都
市
で
の
感
染

動
向
の
先
行
き
が
未
だ
不
透
明
な
こ

と
か
ら
、
本
年
九
月
開
催
に
つ
い
て

も
取
り
止
め
る
こ
と
と
致
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
の
京
都
支
部
の
活
動
は
、
総

会

・
懇
親
会
の
取
り
止
め
の
連
絡
を

兼
ね
て
会
費
を
納
め
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
京
都
支
部
会
員
に
、
二
月

一
日

発
行
の
双
鶴
と
部
活
動
特
別
後
援
会

報
を
郵
送
す
る
こ
と
を
計
画
し
つ

ベ
ル
Iリ

ン
五
輪
で

●
１

‥

〓
―
　
　
ヽ
＾

，

卜
髄
”
“
鱗
”
無
舞
お
一摯
．^”

麟̈
疇
れ
”
」■
」ヽ嬌
”“
凛
〓
ヽ

謡

歯

鞣
静
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権

書

縦
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大
江
選
手
の
功
績

・
故
郷
舞
鶴
に
記
念
碑
建
立上li鳥機
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つ
、
来
年
の
開
催
に
向
け
て
準
備
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
西
高
の
皆
様
の

会
報
発
行
の
御
支
援
に
感
謝
致
し
ま

す
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
舞
鶴
方

式
、
医
師
と
し
て
の
多
々
見
舞
鶴
市

長
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
風
景
が
全
国
的

な
話
題
に
な
る
等
、
と
て
も
誇
ら
し

く
思
い
ま
す
。
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
今
し
ば
ら
く
不
自
由
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
御
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
末
筆
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
以
来
、
人
と
会
っ
て
話
を
す

る
機
会
は
減
り
、
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
連
絡
が
増
え
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
も
こ
の
よ
う
な
状
態
は
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
。
双
鶴
同
窓
会
と

し
て
も
こ
れ
ら
に
備
え
る
為
に
何
か

模
索
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ

ま
す
。

私
事
で
す
が
最
近
、
ス
マ
ホ
で
双

鶴
同
窓
会
の
知
り
合
い
繋
が
り
と
同

期
の
二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
画

し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
双
鶴
同
窓

会
会
員
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
相
互

に
繋
げ
る
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
成
す
る
手
段
は
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
西
高
の
才
能
豊
か
で
優
れ
た

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
つ
在
校
生
達

が
、
無
料
で
入
手
可
能
な
い
ろ
ん
な

シ
ス
テ
ム
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
上
手

く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

知
恵
を
借
り
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と

考
え
る
次
第
で
す
。

（事
務
局
長
　
原
田
　
易
典
）

で
し
た
。
ご
来
賓
の
先
生
方
に
は
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
総

会
が
で
き
ず
役
員
に
よ
る
書
面
審
議

で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん

に
は
双
鶴
同
窓
会
通
信
制
の
会
、
同

総
会
報
を
渡
し
、
新
入
会
員
の
皆
さ

ん
に
は
お
礼
の
言
葉
を
お
届
け
し
ま

し
た
。
又
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
し
来
年
の
同
窓
会
が
無

事
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
今
後
共
、
双
鶴
同
窓
会
通
信

制
の
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（通
信
制
の
会
　
岩
田
　
護
）

壼
鍮
通
信
制
の
会

新
し
い
年
度
を
迎
え
て
単
位
制

の
通
信
制
で
は
人
名
の
新
入
生
が
入

学
。
転

・
編

・
再
入
学
十
二
名
も
加

わ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
校
が

揚
げ
ら
れ
ま
す

「究
理

・
尚
志

・
敬

人
」
の
校
訓
の
も
と
文
武
両
道
を
目

指
し
て
全
員
揃
っ
て
卒
業
の
日
を
迎

え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

二
月

一
日
の
卒
業
式
に
は
二
十
三

名
が
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
全
通
合
同

卒
業
式
の
後
改
め
て
Ｌ
Ｌ
教
室
で
の

式
典
で
は
校
長
先
生
か
ら

一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ご
卒
業
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
と
目

標
と
な
る
夢
を
持
ち
続
け
新
し
い
世

界
へ
一
路
邁
進
し
て
ほ
し
い
も
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
尚
入
学
式

・
卒
業

式

・
彩
雲
祭

（通
信
制
課
程
文
化
祭
）

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防

・
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を

縮
小
さ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

双
鶴
同
窓
会
通
信
制
の
会
で
は
二

年
に
一
度
同
窓
会

（総
会
・懇
親
会
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
同
窓

会
開
催
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
同
窓
会
が
開
催
で
き
ず
残
念

僣罰熙翻D
同窓会報に原稿をお寄せください。「同期会などの様子」「同窓会員さんの

御活躍の様子」など文章や写真でお寄せください。

西舞鶴高等学校双鶴同窓会「会報編集係」までよろしくお願いします。

むと

西 舞 鶴 高 鮫
ヽ
１
リ

ゝ

■
♂

ぼ

Щ

一“

―
超

●
●
―
―

―
挙

，

●

　

　

中

‐‐・「′‐麹

西舞鶴高校では「京都府母校応援ふるさと事業」に

よる寄附金を募集 しています。

皆さまからの寄附金により、文化部活動の主な活動

場所である特別教室のエアコン設置を目指 しています。

吹奏楽部・書道部 0美術部の活動環境の整備のため

に御協力をお願いします。

なお、この寄附金はふるさと納税制度を利用 してお

り、税控除を受けることができます。

双鶴同窓会ホームベージ

玉ロ

玉コ

～文化系部活動に御支援を～

寄附金の申込み方法は京都府教育委員会 HPヘ
http://www.kyoto-be.ne j p/kyoto-be/fu rusato/i ndex.htm I

ふる港と納鱚 □絞を応援し嚢遷ん:が

.|||:| |'ヽ
一 、,.輌

守
職:

藤|

http://WWWoSOukakULCOrn/
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ピ
ア
ニ
ス
ト
の
夢
か
ら

声
楽
家
の
道
ヘ

田
中
さ
ん

（以
下
敬
称
略
）
習
い
事
の
中

で
、
続
い
た
の
は
ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー

ン
。
好
き
だ
か
ら
続
け
ら
れ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。

１７
歳
の
時
に
こ
の
ま
ま
続
け
る
な

ら
プ
ロ
に
な
り
た
い
。
で
も
私
の
手
が
小

さ
い
こ
と
と
か
を
考
え
る
と
多
分
プ
ロ
に

は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
悟
っ
た
と
い
い

ま
す
か
…
。
自
分
の
中
の
も
う

一
人
の
自

分
が

「多
分
無
理
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。

自
分
で
自
分
を
　
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
は

「
道
を
変
え
な

い
と

い
け
な

い
」
。
そ
う
思
っ
た
時
は
、
今
ま
で
の
１７

年
間
が
全
て
否
定
さ
れ
た
よ
う
な
気
に
な

り
ま
し
た
。

質
問
　
声
楽
に
方
向
転
換
す
る
と
い
う
き

っ
か
け
は
自
分
で
決
め
た
ん
で
す
か
？

田
中
　
当
時
の
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
相
談
し

ま
し
た
。
歌
な
ら
楽
器
を
買
う
必
要
も
な

い
で
す
し
、
ダ
メ
だ
っ
た
ら
ダ
メ
で
終
わ

る
だ
け
と
思
っ
て

（笑
）
。
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
歌
の
先
生
が
た
ま
た
ま
ウ
ィ
ー

ン
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ

し
て
、
た
ま
た
ま
私
の
声
の
種
類
が
世
界

的
に
も
少
な
い
、
珍
し
い
声
だ
と
分
か
っ

た
。

「珍
し
い
ん
だ
っ
た
ら
、
も
う
そ
れ

に
し
ま
す
―
」
と
。
ち
ょ
っ
と
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
音

楽
を
や
り
た
い
な
ら
私
に
は
そ
れ
し
か
な

い
と
い
う
感
じ
で
歌
の
方
に
行
き
ま
し

た
。

ヨ l11'.｀

厳
し
い
環
境
の
歌
の
本
場
、

ウ
ィ
ー
ン
ヘ

質
問
　
短
期
研
修
先
の
ウ
ィ
ー
ン
で
、
運

命
を
変
え
る
人
に
会
っ
た
わ
け
で
す
か
？

田
中
　
は
い
。
そ
の
時
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
人

の
宮
廷
歌
手
の
方
が
私
の
声
を
聞
い
て

「本
気
で
プ
ロ
に
な
り
た
い
ん
な
ら
、
今

す
ぐ
私
の
と
こ
ろ
に
来
な
さ
い
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
っ
て

「じ
ゃ
行
き
ま
す
」
と
。

今
思
え
ば
、
な
か
な
か
雑
な
判
断
で
し
た

ね

（笑
）
。

田
中

　

「ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し
よ
う
と
思

う
」
と
両
親
に
言
っ
た
ら
、
ど
ん
な
反
応

さ
れ
る
か
と
心
配
で
し
た
が

「そ
う
、
ほ

な
行
っ
た
ら
」
と

（笑
）
。
今
で
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
行
っ
て
い
る
間
も

「そ
ろ

そ
ろ
帰
っ
て
く
れ
ば
」
と
か
１
度
も
言
わ

れ
な
か
っ
た
で
す
ｃ

質
問
　
強
い
ご
両
親
で
す
ね
。
田
中
さ
ん

は

「ど
う
せ
や
る
な
ら
い
き
な
り
厳
し
い

と
こ
ろ
に
行
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
」
と

お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す

一
ノ″ノィール

1984年生まれ。オーストリアのウィーン

在住。ソプラノ歌手。西舞鶴高等学校を卒業 (H14卒 [高 54回 ])後、18歳の時に単身で

ウィーンに渡り、ゼロから声楽家としての道を歩む。22歳という若さでソリストデビュー

を飾り、世界で活躍する。ソプラノの中でもさらに高い音域のコロラトゥーラは透き通る

ような歌声が特徴で「天使の声」と称され、その歌声を操る数少ない一人。2019年 、

Newsweek誌「世界が尊敬する日本人100人」に選出。

=

田 中 彩 子 さん

Jら

″

今回は、平成14年 (高54回 )卒業の双鶴同窓生です

を」:こ じ て

子 ど う」こ彗だ

籠針.´
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か
？
そ
の
考
え
方
は
誰
か
か
ら
教
わ

っ
た

ん
で
す
か
？

田
中
　
性
格
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ｃ
何

か
を
達
成
し
た
い
と
思

っ
た
ら
、
や
る
努

力
は

一
緒
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
ど
う
せ
努

力
す
る
ん
だ

っ
た
ら
、
ど
う
せ
ダ
メ
な
ら

一
番
難
し
い
と
こ
ろ
に
い
た
ら
い
い
、
と

い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
本
当
は
そ
こ

に
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
で
も
怖
い
か
ら

こ
っ
ち
に
し
て
お
こ
う
と
い
う
の
が
、　
一

番
精
神
衛
生
上
よ
く
な

い
と
思
う
ん
で

す
。
気
に
な
る
ん
だ

っ
た
ら
行

っ
て
、
ダ

メ
だ

っ
た
ら
そ
れ
で
す

っ
き
り
し
ま
す
よ

ね
。

質
問
　
振
り
返

っ
て
み
て
、　
一
番
努
力
し

た
と
き
は
い
つ
で
す
か
？

田
中
　
い
ち
ば
ん
つ
ら
い
時
期
は
最
初
の

４
年
間
で
す
。
両
親
か
ら
も
４
年
だ
け
は

サ
ポ
ー
ト
す
る
け
ど
、
そ
の
後
は
自
分
で

な
ん
と
か
し
ろ
と
。
同
級
生
は
大
学
生
活

を
楽
し
ん
で
い
る
の
に
、
自
分
は
ウ
ィ
ー

ン
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
と
華
や
か
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
本
当
に
暗

い
毎
日
で
し
た
。
３
年
目
に

「ま
だ
何
も

残
せ
て
い
な
い
、
こ
の
ま
ま
帰

っ
た
ら
４

年
間
が
無
駄
に
な
る
」
と
思
う
と
、
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
高
い
声
が
出
な
く

な

っ
た
ん
で
す
。
栄
養
失
調
で
倒
れ
て
し

ま

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

質
問
　
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
原
動
力

は
何
で
す
か
？

田
中
　
そ
の
時
に
１
か
月
ほ
ど
全
く
音
楽

か
ら
離
れ
ま
し
た
ｃ
そ
れ
ま
で
は
音
楽
中

心
の
生
活
で
、
遊
び
に
誘
わ
れ
て
も

「明

日
は
レ
ッ
ス
ン
だ
か
ら
」
と
断

っ
て
い
ま

し
た
が

「人
生
を
楽
し
ま
な
い
と
い
い
音

楽
家
に
な
れ
な
い
」
と
な
ぜ
か
思

っ
た
ん

で
す
。
ク
ラ
ブ
で
踊

っ
た
り
、
新
し
い
こ

と
を
始
め
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
ふ
と
歌

を
目
ず
さ
ん
で
い
る
自
分
が
い
た
。

「
こ

の
ま
ま
私
は
歌
か
ら
逃
げ
て
辞
め
て
い
い

の
か
？
」
と
自
問
し
た
ら
、
ま
た
も
う

一

人
の
自
分
が

「絶
対
い
や
」
と
言

っ
た
ん

で
す
。
も
う
１
回
や
ろ
う
と
決
め
て
丁
寧

に
練
習
を
し
た
ら
、
声
も
戻

っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
に
初
め
て
出
た
国
際

コ
ン
ク

ー
ル
で
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
デ
ビ

ュ
ー
が
決
ま

り
ま
し
た
。
４
年
は
短
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
私
と
し
て
は
３０
年
く
ら
い
に
感
じ
ま

し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
音
楽

暫
（間
¨
「」
＞
”
＞
Ｚ

＞
∽
∽
〇
の
日＞
日
ＨＯ
Ｚ

「
〇
”

〓
ｃ
∽
【の

「
卿
ｏ
ｏ
”
＞
〓
」

と
い
う
法
人
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
田
中
さ
ん
が
先

頭
に
な

っ
て
設
立
さ
れ
た
の
で
す
か
？

田
中
　
そ
う
で
す
。
今
後
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
の
た
め
だ
け
に
音
楽
を
続
け
て
い
く
こ

と
に
あ
ま
り
興
味
が
な
い
と
い
う
か
、
執

着
心
が
な
く
て
。
で
も
音
楽
を
続
け
て
い

く
と
き
に
、
誰
か
の
役
に
立

つ
こ
と
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
数
年
前
か
ら
思

っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
い
ろ
ん
な
方
に
出

会

っ
て
い
ろ
ん
な
国
の
状
況
を
見
て
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
に
何
か
で
き
な
い
か

な
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

活
動
を
知
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
※
）

の
川
念
は

一皆
が
で
き
る
こ
と
」
‘
皆
が

少
し
ず

つ
で
も
で
き
る
よ
う
な
こ
と
こ
じ

ゃ
あ
、
一
日
楽
を
通
じ
て
何
か
で
き
な
い
か

と
ｃ
南
米
の
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に

一子

ど
も
達

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
貧
富
に
関
係

な
く
、
全
員
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け

て
、
受
か

っ
た
子
だ
け
が
人
れ
ま
す
。
ど

ん
な
環
境
に
生
ま
れ
て
い
て
い
よ
う
が
、

演
奏
し
て
い
る
時
は
平
等
な
附
界
。
そ
れ

っ
て
あ
る
意
味
本
当
に
目
指
す
べ
き
姿
だ

と
．
そ
の
子
た
ち
と
日
本
の
子
ど
も
達
を

会
わ
せ
た
い
な
と
思

っ
た
ん
で
す
。
子
ど

も
達
に
と

っ
て
何
か
を

「知
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
大
き
な
財
産
で
す
っ
そ
う
い
う

き

っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

用
意
す
る
の
が
大
人
の
役
割
な
の
か
な
と

思
い
、
昨
年
、
法
人
を
設
立
し
て

「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
芸
術
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
音
楽
」
を

柱
に
活
動
し
て
い
ま
す
Э

自
分

の
た
め
だ
け
に
や

っ
て
い
る
よ

り
、
誰
か
の
た
め
に
や

っ
て
い
る
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
す
ご
く
出
て
結
果
的
に
そ
れ
が

自
分
に
返

っ
て
く
る
感
覚
を
い
つ
も
感
じ

て
い
ま
す
。

〔広
報
ま
い
づ
る
２１
年
１
月
号
か
ら
抜
粋
〕

―
※SDGs

(Sustainable Development Goals持 続可能な

開発目標 )

国連で決められた2030年 までに達成すべき国際目標
のこと。「貧困をなくす」「質の高い教育をみんなに」
「生きがいも経済成長も」など、17の 目標を掲,大 世界

中の誰一人として取り残さないことを誓つています。

田 中彩 子 ソプラノ0リサイタル2021
田中彩子 (ソ プラノ)加 藤 昌典 (ピアノ)

10月 20日 (水)18:00開場(19:00開演)

紀 尾 丼 ホ ール

S席 ¥6′ 000 A席 ¥5′ 000
*お問い合わせ :ホットスタッフ0プロモーション

(平 日12:00～18:00) 丁EL 03-5720-9999
プレイガイド:チケットぴあ /ローソンチケット/イープラス
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レ陸上競技部
*第 53回京都府高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
3位入賞 走幅跳 岸田真弦 (1年 )

7位入賞 走幅跳 布川伊織 (1年 )

8位入賞 棒高跳 吉田 匠 (2年 )

200m 中嶋美月 (2年) 100m 中嶋美月 (2年 )

*第53回近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
走幅跳出場 岸田真弦 (1年)         

はゃ

購 男子 バ スケ ッ トボ ール部
*第 73回全国高等学校バスケットボール選手権大会
京都府予選 ベスト16

レ男子バレーボール部
*令和2年度全日本バレーボール高等学校選手権大会京都府予選会
ベスト16

購女子バレーボール部
*令和2年度全日本高等学校バレーボール選手権大会
府下大会出場

*令和2年度全日本バレーボール高等学校選手権大会京都府予選会
ベスト16

〉テ ニ ス 部
*令和2年度京都府高等学校テニス選手権大会

ベスト16 久保玲奈 (2年 )

*令和2年度京都府公立高等学校テニス選手権大会
3位   久保玲奈 (2年 )

隣男子ソフトテニス部
*令和2年度京都府高等学校ソフトテニス選手権大会

ベスト16 矢野唯以 (3年 )。 玉木尊士 (3年 )ペア

レ女子ソフトテニス部
*令和2年度京都府高等学校ソフトテニス選抜団体戦出場
*令和2年度京都府高等学校選手権大会 (個人戦)出場

丼川 葵 (3年 )。 坂根由菜 (3年 )ペア
今丼紗香 (3年)。 加藤佑都 (2年 )ペア
吉田優樹 (2年)。 稲垣陽菜 (3年 )ペア

レ硬式野球部
*令和2年度夏季京都府高等学校野球ブロック大会
Cブロック 2回戦 府立工業 3-l 西舞鶴

*令和2年度秋季京都府高等学校野球大会1次戦
Pブロツク 1回戦 西舞鶴 6-0網野・丹後緑風網野 。久美浜 。

丹後緑風久美浜
代表決定戦
宮津 。宮津天橋宮津・加悦谷 。宮津天橋加悦谷 4-2西舞鶴

≫サッカー部
*令和2年度全国高校サッカー選手権大会兼京都選手権大会出場

餅水 泳 部
*第59回京都府高等学校水泳競技新人大会競泳競技

山崎穂乃花 (2年)100m平泳ぎ (近畿新人予選)4位
200m平泳ぎ   2位

森兼 晴陽 (1年)200m背泳ぎ   7位
中道 翔騎 (1年)50m自 由形   9位

*京都府高等学校秋季室内代替大会
山崎穂乃花 (2年)100m平泳ぎ   1位

200m個人メドレー 3位
*第4回近畿高等学校新人水泳競技大会

100m平 泳ぎ 8位 山崎穂乃花 (2年 )

*第43回 」OCジュニアオリンピックカップ47都道府県通信水泳競技大会
100m。 200m平泳ぎ出場  山崎穂乃花 (2年 )

ヽ
「
（

だ
、
♪

〉バドミントン部
*2020年度京都府高等学校バドミントン新人大会 (団体戦)

男子 :ベスト16  女子 :ベスト8

〉剣 道 部
*令和2年度京都府高等学校剣道大会 出場
*令和2年度京都府高等学校剣道選手権大会 出場

〉卓 球 部
*令和2年度京都府高等学校秋季卓球選手権大会

女子団体  ベスト8
シングルス ベスト16 松田実侑 (2年 )

*第 35回近畿高等学校卓球選手権大会 出場
女子団体。女子シングルス 松田実侑 (2年 )

>ソ フトボール部
*第 72回全京都女子ソフトボール大会
兼夏季ソフトボール選手権大会出場

*第40回京都府高等学校選手権大会  ベスト8

美 術 部
*第44回全国高等学校総合文化祭

出品 :大澤葵衣 (3年) 作品「変らないもの」
*第37回京都府高等学校総合文化祭 出品

・ 書 道 部
*第 37回京都府高等学校総合文化祭 出品

演 劇 部
や作品「アイネ・クライネ…」 (扇町ハルカ・作)

*第 37回京都府高等学校演劇大会 優秀賞
*第31回京都府高等学校演劇創作脚本コンクール 創作脚本賞

写 真 部
*第40回近畿高等学校総合文化祭奈良大会

出品 米原あい (2年 )

*第 37回京都府高等学校総合文化祭 出品
*令和2年度全総文 。近総文推薦作品選考会 応募

放 送 部
*第37回京都府高等学校総合文化祭放送部門 出場
決勝戦出場 小田原和奏 (1年 )

□碁将棋部
*第37回京都府高等学校総合文化祭将棋部門B級戦
3位 栗林涼青 (2年 )

■令和2年度 第16回京都府高等学校定時制通信制生徒生活
体験発表大会

・ 開催日時 :9月 10日 (木)<紙面開催>
・ 結 果 等 :「優秀賞」 (2年連続)高尾 朋加

■令和2年度 京都府立高等学校定時制通信制総合体育大会陸上競技の部
兼近畿高等学校定時制通信制課程体育大会陸上競技の部京都府予選会

・ 開催日時 :9月 20日 (日 )京都府立丹波自然運動公園
。結 果 等 :「優 勝」男子走り幅跳び 男子走高跳

矢野 寧士
:「第3位」男子円盤投 安田 輝希

■令和2年度 近畿高等学校定時制通信制課程体育大会
陸上競技の部
。開催日時 :11月 8日 (日 )奈良県ならでんフィール ド

・ 結 果 等 :「第3位」 男子走高跳び 矢野 寧士

ρ
′
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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教

育
活
動
と
り
わ
け
進
路
指
導
に
対
し
て

御
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
¨
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
感
染
拡
大
に
伴
う
未
曾
有

の
困
難
さ
と
と
も
に
始
ま

っ
た
入
試
で

し
た
が
、
今
ま
で
の

「西
高
」
の
伝
統

に
違
う
こ
と
な
く
、
多
く
の
生
徒
が
惜

し
み
な
い
努
力
を
続
け
、
進
路
実
現
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

就
職
で
は
学
校
紹
介
に
よ
る
民
間
企

業
に
４
名
が
内
定
し
ま
し
た
っ
コ
ロ
ナ

禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
舞
鶴

を
含
む
京
都
府
北
部
地
域

の
多
く
の
事
業
所
か
ら
求

人
票
を
送
付
し
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
Ｔ
公
務
員
で

は
京
都
府
公
立
学
校
職
員

（学
校
事
務
）
、
京
都
府

職
員

（一
類
）
、
舞
鶴
市

役
所

（事
務
職
）
な
ど
に

実
人
数
３
名

（の
べ
２̈
「
）

が
内
定
し
ま
し
た
。
本
校

は
＾
年
次
か
ら
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
外
部
講
師
を

招
聘
し
、
公
務
員
試
験
対
策
講
座
、
社
会

人
電
話
応
対
講
座
、
労
働
法
規
に
係
る
学

習
会
な
ど
を
通
じ
て
、
職
業
観
や
勤
労
観

を
醸
成
し
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
促

す
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

進
学
で
は
国
公
立
大
学
に
の
べ
４６
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
し
て
や
や

減
少
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
係
わ
る

受
験
生
の

「安
全
志
向
」
が
全
国
的
に
強

ま
っ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
日
の
前
の
困

難
に
大
い
に
立
ち
向
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
基
本
的
生
活
習
慣
を
確
立
し
、
学
習

に
真
摯
に
取
り
組
む
傍
ら
、
休
み
時
間
や

通
学
時
間
の

一
ス
キ
マ
」
を
上
手
に
活
用

し
て
い
ま
し
た
＾
神
戸
大
学
、
滋
賀
大

学
、
京
都
教
育
大
学
、
京
都
府
■
大
学
な

ど
に
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
ま
し
た
て

第
　
志
望
突
破
に
向
け
、
安
易
に
妥
協
し

な
い
こ
の

「姿
勢
」
こ
そ
、
西
高
の
校
訓

「究
理

・
尚
志
」
そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
私
立
大
学
で
も
い
わ
ゆ
る
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関
同
立
」
に
の
べ
３２
名
が
合
格
し
ま

し
た
、
さ
ら
に
、
近
畿
大
学
に
の
べ
４８

名
、
龍
谷
大
学
に
の
べ
４１
名
、
佛
教
大
学

に
の
べ
３１
名
が
合
格
す
る
な
ど
、
主
要
大

学
に
も
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
ま
し

た
。本

校
卒
業
後
、
多
く
の
生
徒
は
故
郷

を
離
れ
ま
す
が
、
将
来
は
帰
郷
し
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
、　
一
層
貢
献
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
に
は
崇
高
な
理
念
を
抱
き
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会

の
変
化
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
校
訓
の
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人
」
が
謳
う
よ
う
に

「共
生
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
「協
働
」

「共

感
」
の
姿
勢
を

一

層
育
ん
で
欲
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
じ

会
員
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本会は双鶴同窓会という。

本会は本部を西舞鶴高等学校におく,

会員多数在住の地には支部を設けること

ができる.

本会は会員の教養を高め、ホ‖互の親睦を

図ると共にけ校の発展を援助することを

|1的 とする.

本会は次の会員および客,1を 以て組織す
る.

員 {イ )舞鶴高等女学校、舞鶴第一高等

女学校卒業生

(口 )舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒

業生

い)西舞鶴高等学校卒業生

(二 )以 1■ の学校に在学したもので入

会を希望する者

興 1項に該当する学校のIH職 員および

現職員

本会の |1標達成のため委員会をおくこと
ができる。委員長には副会長の一人を充
てる。

委員会および支部の会則は別に之を定

める。

本会に次の役員をおく。
1会 長 会員の中より総会で選出する。
2副会長 理事の中より若干名を選出す

る

3■円l長 ¬7ilド l事長 理事の中より各 l

名会長が委嘱する

4 1Ⅲ l務 II口 11・ 会lil II口

' 
学校より推薦さ

た4:li名 および評議多くより若

11名 を会長が委嘱する。
51■ 事 評議員の中より適当数会長が

委嘱する。
6評議員 各学年において互選により道

当数を選出する.

7監 査 評議員の中から2名 選出する。

役員の任務は次の通りとする,

1会長は本会を代表し会務を総理する。
2111111会 長は会長を補|ケ し、会長 'F故 ある

とき|ま これに代わる.
1311日 I長 は会務全般を処理する 副IIil事

長は理事長を補佐し理事長事llkあ ると

きはこれに代わる_

4庶務理事は庶務を処理し、会計理事は

会計を処理する,

5理 事は理事会において総会附議事項を

審議する.

6評議員は総会で総会附議事項を審議す
る.

7'lF査 は会lilを 監査する.

役,1の任期 |ま 2ケ 年とする

本会に顧|||]竹「 名、参り若 li名 を置くこ

とができる.

頓間に西舞鶴高等学校長その他適当な学

校関係者を会長が委嘱する,

参与に九会長を会長が委嘱する。

本会の経費は会費およびその他収入をも

ってこれに充てる
=

本会の人会に際して会費4,000円 を納める.

本会は第 13条 の |」 的を達成するため次の
'li業 を行う.

1会 11名抑および会報の発行
2会 itの世′

|サ および慰 |111

3そ の他必要な事業

本会は毎年 1回総会を開く。総会は理事、
監査、評議員で構成する.

会員は転居等の変動を遅滞なく本部に報

告するものとする,

本会会則の変更は総会の決議による。

1改定 :第 14条 末にの「部会は毎年 1回

これを開く
=」

を削除する。(平成21年 6月 13日 )

2改定 :第 5条 、第6条 、第7条 、第8条 、

第14条 、籍15条 を改定する.1平成2416‖ 911,

:)改定 :第 7条 4'■ を改定する

|｀ 14成 28年 61111‖ )

麟圏回麟
=【ヽ東京支部I

支 部長 増 本 治 夫 (昭 34高 )

事務局長 澤 田 謙 二 (昭 48高 )

「事務局」〒216-0035

神奈川県川崎市宮前区馬絹4丁目18番 14201号

藤和宮崎台コーフ
。

(澤田)

TEL/FAX 044-573-5656(自 )

メールアドレス iu7‐ 22@lag00n.ocn.nelp

【京都支部】
支 部長 齋 藤 敏 明 (昭 36高 )

事務局長 原 田 易 典 (昭 48高 )

「事務局」〒520-0246

ィ)i賀県大津市仰木の里3-15-6(原田)

TEL 090-7879-2441(携 帯)

メールアドレス harada.kkvp@gmail.cOm

(I阪神支部】
(支 部 長 谷 村 久 兄 雄 (昭 42高 )

( 事務局長 坂 根 章 二 (昭 48高 )

′′ 「事,零局|〒 586-∞21

) .…
‐́‐コ

大阪府河内長野市原町4-8‐ 1‐712(坂根)

｀ヽ        TEL 0721-56-7124(自 )

、         メールアドレス oy到 lCCh‐ S@dOCOmo.ne.Jp

l)〔
通信制課程役員l

ヽ◎通信制の会会長岩 田  護 (平 9通 )本部.理事

第 1条

第 2条

彿 i3条

第 1条

1会

2客

`】

′j5条

第 6条

第 7条

第 8条

第 1,条

第10条

第11条

第 12条

籍13条

第14条

第15条

第16条

付則

長

長△
ム

△
ム
司
剛

理 事 長

副理事長

庶務理事

(昭 41高 )

(昭 51高 )

(昭 56高 )

(昭 56高 )

(昭 58高 )

(昭 48高 )

(昭 47高 )

(昭 51高 )
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参

(ホームページ担当)
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